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研究成果の概要 
1) 600 MHz NMR 分光装置の DNP による高感度化のための高出力サブテラヘルツ光源 Gyrotron 

FU CWII 装置を開発し、395GHz 帯出力を試料に照射することにより、NMR の感度を 10 倍

以上高めることに成功した。 
2) 周波数の可変機構を備えた Gyrotron FU CW V を開発して、照射周波数を DNP の最適条件に

設定することにより、NMR の感度のさらなる向上に成功した。 
3) 700 MHz DNP-NMR 分光装置の開発を行うため、460 GHz 帯で動作する 2 台のジャイロトロ

ンを開発し、その出力を照射することにより、DNP による 700MHz NMR 分光の感度向上 20
倍を達成した。 

4) さらに、感度向上を高めるため、周波数変調、周波数可変性、周波数高安定化、等のジャイロト

ロンの新たな機能の開発を行った。 
5) ジャイロトロン出力の周波数と振幅の同時安定化を長時間に亘って達成し、700MHz 

DNP-NMR 分光の長時間安定動作に対する目途が得られた。 
6) 周波数と出力の安定化を二重 PID 制御により、同時達成を完了した 460 GHz 帯ジャイロトロ 

ンを DNP-NMR 分光の実機に搭載して、性能向上の効果を実証した。 
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